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清掃工場の施設整備計画（その２） 

１ 次期施設整備計画策定における基本的な考え方 

（１）安定的な焼却能力の確保 

次期施設整備計画の策定においては、計画期間内に耐用年数を迎える施設が 14 工場あ

り、必要な焼却能力を確保しながら建替工事を行うことは非常に困難です。 

このため、引き続き延命化の手法を取り入れるとともに、今後建替える施設については、

敷地条件などを踏まえ、施設規模の拡大を検討します。 

 

（２）収集・運搬の効率性 

整備時期の設定にあたっては、収集・運搬の効率性に配慮し、隣接する施設の整備時期

が出来る限り重ならないようにします。 

 

（３）リスク分散 

清掃一組の施設は、施設規模や焼却炉数、立地地域に偏りがあるため、災害等による被

災や機器故障など、長期に施設が停止した場合に安定的な全量焼却体制の確保に対するリ

スクを抱えています。このため、次のような対応を図っていきます。 

①複数炉化 

焼却炉が１炉の施設では、炉停止を伴う故障が発生した場合、全焼却能力を失うこ

とになります。 

このため、焼却炉数は原則として複数炉で計画し、故障時に大きく焼却能力を損な

うことを回避していきます。 

②アンバランスの解消 

23 区内の焼却能力には、地域による偏りがあります。 

このため、将来のアンバランスの解消に向け、可能な範囲で施設規模の見直しを検

討していきます。 

 

２ 整備対象施設の現況 

今回整備対象となる 14 工場の現況を、「整備対象施設の現況一覧」に示します。 

各工場のプラント設備において経年による劣化が進行していますが、多くの工場では定

期点検補修等により一定の機能を維持しています。しかし、一部の工場では、設備の維持

管理上、焼却量を調整して操業しています。 

一方、建物においてはプラント更新工場（既存建屋は再利用し、プラント設備を整備し

た施設）が、今後 10 年以内に建物の使用年数が 50 年を経過し、老朽化が懸念されること

から、優先的に建替えることとします。 

また、世田谷工場については、「世田谷清掃工場整備手法検討委員会報告書（平成 30 年

2 月）」において、20 年程度稼働し、その後に建替えを行う整備手法が優位となったことか

ら、整備対象施設の現況等を踏まえ、次期計画の中で、適切な時期に整備することとしま

す。 

 

検討資料２ 

東京二十三区清掃一部事務組合 

一 般 廃 棄 物 処 理 基 本 計 画 
改 定 検 討 委 員 会 （ 第 ５ 回 ） 
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３ 施設整備計画の概要 

（１）世田谷清掃工場 

世田谷清掃工場は、前述の「世田谷清掃工場整備手法検討委員会報告書（平成 30 年 2

月）」の検討結果を踏まえ、次期計画期間内に建替えることとします。 

整備時期は、今後の清掃工場建替えに備えるため令和８年度からとし、施設規模は、将

来の安定的な全量焼却体制を確保するため、600 トン／日とします。 

 

（２）墨田清掃工場 

整備時期は、収集・運搬の効率性を考慮し、令和 11 年度からとします。 

施設規模は、最新の設備を設置するためには、既存施設規模では敷地面積等が足りない

ことから、施設規模を見直し、500 トン／日とします。 

 

（３）プラント更新工場（板橋、多摩川、葛飾清掃工場） 

整備時期は、板橋清掃工場を令和 12 年度から、多摩川清掃工場を令和 13 年度からとし、

葛飾清掃工場については、収集・運搬の効率性の観点から、足立、品川清掃工場に先立ち、

令和 15 年度から整備することとしました。 

これらの施設規模については、今後のごみ量の実績等を踏まえ、次回の計画改定時（令

和６年度末改定予定）に改めて見直すこととします。 

 

（４）豊島清掃工場 

現行計画では建替えとしていましたが、プラント更新工場を優先して建替えることから、

次期計画では令和 10 年度から延命化工事を行うこととしました。 
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４ 整備スケジュール 

  以上の項目を踏まえ策定した清掃工場の整備スケジュールを図－１に示します。 

  

 

図－１ 清掃工場の整備スケジュール（案） 
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５ 清掃工場の平均稼働年数の推移 

清掃工場の平均稼働年数は年々増加しており、令和２年度では約 17 年と清掃工場の耐用

年数としている 25 年から 30 年の約 60％となります。これは 10 年前と比較しても約５年増

加しており、今後も増加傾向が続きます。このことから、老朽化による焼却能力の低下など

が懸念されるため、各清掃工場の現況を注視していく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平均稼働年数は稼動している工場のみを対象としているため、施設数は 21 とならない。 

図－２ 清掃一組の清掃工場の平均稼動年数 

 


